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研究成果概要 
 2004 年以来神岡坑内で稼働している超伝導重力計は，2011 年 3 月の東北地方太平洋

沖地震の前後で，長期的なトレンドの明瞭な変化を記録した．年間 10 マイクロガルにも

およぶ重力の減少は現在も進行中であり，いま日本列島の地下において密度分布が変化

し続けていることを表している．これが今後どのように変遷していくかは地球内部ダイ

ナミクスにとってきわめて重要である．重力の観測は質量をとらえるものであり，GPS
による位置の測定とは独立な情報を与えると期待される． 
 このような世界で初めての貴重な記録を解釈するにあたって，ローカルな水文学的影

響を効果的にモデリングして取り除くことが重要である．神岡の場合に特徴的なのは，

とくに冬季の積雪の影響が非常に大きいことで，それが地殻変動観測の障害になってい

る反面，精密重力観測の水文学への応用という意味で興味深いフィールドともなってい

る．図１（上）は，神岡における約 10 年間の重力変化である．既知の信号を除去し，地

震によるステップ状の変化も補正されている．ここには積雪による影響が明瞭に表れて

いる．これを補正するために，アメダスの降水量と気温のデータにもとづいて，地形を

考慮に入れて積雪量の時間変化をシミュレートし，それによる万有引力を計算したのが

図１（中）である．（上）から（中）を引いたのが（下）である．シミュレーションは雪

の多い年，少ない年をある程度再現できているが，よく合わない部分もあり，ひきつづ

きモデルの改善が必要である． 
 これとは別に，2011 年からは，神岡施設のある池ノ山において積雪量の直接測定も行

っている．重力に影響があるのは積雪の「深さ」ではなく「重さ」なので，圧力センサ

ーを用いて積雪の重量を測定する装置を工夫した．今年度（2013 年-2014 年のシーズン）



は，観測点を山頂・中腹・山麓の３ヶ所に増やし，それぞれ積雪重量と地面温度の測定

を行った．その結果，山頂観測点で融雪期の記録が欠落した以外は，標高の違いに即し

た整合的なデータが得られた（図２）．これをベースとしてより精密な積雪・融雪のモデ

ルを作成することができると期待される． 
 

 
図１：神岡の超伝導重力計によって記録された，約 10 年間の重力変化（上）と，そこか

ら積雪荷重による万有引力のシミュレーション結果（中）を引いたもの（下）． 
 

 
図２：池ノ山の山頂・中腹（大津山）・山麓（茂住）における積雪荷重（青）と地面温度

（赤）の測定値．比較のために，付近のアメダスの観測点（猪谷・神岡）における積雪

深と日降水量も表示している． 
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